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図-1  加力方法 
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1.はじめに 

 その１に引き続きその２ではビニロン繊維

が添加された低品質再生骨材コンクリート梁部

材の変位性状について検討するとともに付着割

裂強度の評価を行った。本研究では付着割裂強

度は重ね継手の付着割裂強度に着目して検討を

行ったが, その理由は重ね継手の主筋の周囲の

低品質再生骨材コンクリートを介して梁部材の

応力が伝達される際に使用したコンクリートの

影響を受けると考えたためである。 

 

2.変位性状 

 加力は日本大学生産工学研究所所管構造物試

験機自動計測制御システムを介した加力ビーム

により行った。図-1 に加力方法を示した。荷重

は 75kN,150kN, 225kN(主筋応力度が 100N/mm²

ずつ増加する荷重）で正負の繰り返しを行った。

変位測定位置は載荷点と梁中央とし, アルミホ

ルダーに設置した電気式変位計により, 支点と

梁中央の相対変位を測定した。 

図-2 に荷重－変位曲線を示し 

た。全ての梁部材で 225kN から 

300kN に向かう途中で付着割裂 

破壊が発生し急激に耐力が低下 

した。後述の 4.付着割裂強度の 

検討で示した表-1 付着割裂強度 

中の最大荷重 Pmaxは図-2中の○ 

印を付した時点の最大荷重であ 

る。 

 図-3 および図-4 に荷重－変位曲線の包絡線

をビニロン繊維の添加の有無で分類して示した。

包絡線は正加力時の初載荷における荷重－変位

曲線を連続して描き, 付着割裂破壊後は下り勾

配の向きのみを示した。図-3 および図-4 を比較

するとビニロン繊維を添加していない図-3 は

再生骨材を用いた 500・3015 シリーズの最大荷

重に至るまでの剛性が普通コンクリートの 00

シリーズに比較して低くなる傾向が認められ, 

付着割裂破壊時の変位 δも 1～2mm 程大きい値

を示した。一方, ビニロン繊維を添加した図-4

では再生骨材を用いた 500V・3015V シリーズの

剛性が普通コンクリートの 00Vシリーズと同等

となり, 剛性の改善が認められた。このことよ

り, ビニロン繊維を添加することは再生骨材を

用いた梁部材の剛性に対して, コンクリートに

発生する曲げひび割れの界面をつなぎとめるな

にがしかの補強効果を示すことが明らかとなっ

た。 
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図-2 荷重－変位曲線 
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図-3  包絡線(ビニロン繊維添加無し) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4  包絡線(ビニロン繊維添加) 

 

3. 長期許容応力度時の曲げ剛性 

 図-5 に主筋長期許容応力度時 (P=150kN, 

σt=200N/mm²)の初期剛性 P/δ を示す。P/δ はビ

ニロン繊維を添加していない場合, 再生骨材を

用いた 500・3015 シリーズは普通コンクリート

の 00シリーズに比較して低い値を示したが, ビ

ニロン繊維を添加した場合には 500V・3015V シ

リーズは 00V シリーズと差が少なくなり, 初期

剛性が 00V シリーズ並みに上昇が認められた。

これはビニロン繊維の添加により, 引張側コン

クリートに発生するひび割れ幅の抑制およびひ

び割れ発生間隔の分散などが推測されるが本実

験の範囲でひび割れについての傾向は把握でき

てはいないので今後さらに検討を行いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 長期許容応力度時の曲げ剛性 

 

4. 付着割裂強度の検討 

 ここでは重ね継手の最大荷重時平均付着応力

度 τu exp.を表-1 に示した最大荷重 Pmax を用いて

式（ 1 ）より求めた。 

τu exp. ＝ 
𝑀𝑢

𝑗 𝜑 𝑙𝑠
（N/mm²）      （ 1 ） 

ここで, Mu：最大曲げモーメント,  j：
7

8
d（d：

梁有効せい）, φ：鉄筋の周長（mm）, ls：重ね

継手長さ（mm）である。 

 図-6 および図-7 に τu exp.をビニロン繊維の添

加の有無ごとに分類して示した。また, 各梁部

材の τu exp.の値を表-1 に示した。図-6 および図

-7 を比較すると, まず, 再生骨材を用いた 500

（V）・3015（V）シリーズと普通コンクリート

の 00（V）シリーズの差異は認められなかった。

これは, 各梁部材のコンクリートの圧縮強度 σB

が梁部材実験時において , 19.0N/mm²～ 23.1 

N/mm²とさほど開きがないため, コンクリート

の圧縮強度に依存する付着割裂強度 1)に差異は

ほとんど生じなかったものと考える。次にビニ

ロン繊維の添加の有無について比較すると, こ

ちらも τu exp.の値に差異はほとんど認められな

かった。既往の研究において形状が直径 0.67mm, 

標準長 30mm であるビニロン繊維を 0.5％添加

した再生骨材コンクリート梁部材の付着割裂強

度は増加する傾向が認められた 2）。本研究でビ
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ニロン繊維の補強効果が認められなかった要因

としては, 乾燥収縮ひび割れの抑制効果を期待

して細く短いビニロン繊維を使用したこと, ま

た添加量が少ないためと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6  付着割裂強度（ビニロン繊維添加無し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7  付着割裂強度（ビニロン繊維添加） 

5.まとめ 

ビニロン繊維が添加された低品質再生骨材コ

ンクリート梁部材の付着割裂強度について変位

性状を基に検討を行った結果, 本実験の範囲内

で以下の知見が得られた。 

（1）荷重－変位曲線における長期許容応力度

時の初期剛性は再生骨材コンクリート梁

部材にビニロン繊維を添加した場合は普

通コンクリート梁部材と同等となり改善

が認められた。 

（2） 付着割裂強度は各梁部材のコンクリート

強度が近い値になったことから, 再生骨

材を用いたシリーズと普通コンクリート

のシリーズとの差異, さらにビニロン繊

維の添加の有無による差異は認められな

かった。 

 本研究ではビニロン繊維による補強効果の発

揮を明確にすることができなかったが, 現在, 

コンクリート打設後１年間を目途に保存してい

る梁部材の観察を続けている。今後は長期保存

している梁部材においてビニロン繊維の補強効

果が得られるかどうか, また, 既往の付着割裂

強度算定式が適応可能かどうかについて検討を

行う予定である。 
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3015V500V00V

σB

(N/mm²)

最大荷重
 Pmax
(kN)

付着割裂強度

τu exp.

(N/mm²)

23.1 269.5 3.03

22.7 281.2 3.16

20.4 271.5 3.05

19.0 275.0 3.09

20.9 269.2 3.02

22.3 287.7 3.23

5) 3015

6) 3015V

試験体名

1) 00

2) 00V

3) 500

4) 500V

表-1 付着割裂強度 
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